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H ひ と つ の歴史観
E 有機主義か ら生物学至上主義へ 一独文学と民俗学
町マックス・ヴェーパ一一文化科学の生物学化にたいする警告
V ヴ ェ ーパー の遺産
I 生物学至上主義の時代
「国民社会主義とは，政治に応用された生物学である。」叩S istpolitischangewandte
Biologie" こ れ は ナ チ ス教員同盟の指導者であ っ たハ ン ス ・ シ ェ ム の言葉であ り ， の ち に第三
帝国のなかでさまざまな立場の人たちによって好んで引用されることになったフレーズでもあ
る 1 )。また，生物学者カール・ツインマーマン編集の 1933年に出版された叢書『第三帝国新
しい国家と民族の礎石 Jは，その第一章「生物学と国民社会主義」で， I国民社会主義が生物
学によって基礎づけられ，生物学にしたがって思考する世界観的 ne biologischbegrlindete











扱った近年の諸研究は，ナチスによって学術世界が「画一化J Gleichschaltung さ れ た と い う
テーゼを疑問視する傾向にある4)。もしそうだとすれば，なおさらなにゆえかくも極端なパラ
ダイム転換が起りえたのかが疑問となろう。人文主義的教養のなかでも，歴史主義
Historismus な る専門用語の存在が示す ご と く ， 歴史学の認識方法が と り わ け中心的な地位を

















































いる Oコンラディは独文学者連盟 Germanistenverband を指導 し た独文学者や民俗学者， さ ら
に 20年代の教育改革運動であるドイツ学運動 Deutschkunde-Bewegung を 主唱 し た教育学者 ・
ドイツ語教員の見解を引用するかたちで， 20 ・30 年代の独文学の世界に有機的 ・ 生物学的な思






























まりを考察している研究もある。歴史家デー卜レプ・ポイカー卜によれば， 11900年前後 に ，
人間諸科学のテクノクラシー的・生物学至上主義的パラダイム転換が行われ，そのなかで「学






































野でのこした遺産は， 20- 40年代の ド イ ツ の学術世界の なかで は ど こ に も 場所を見い だす こ
とがなかった。最後に，この事実がかれもその一員であった社会学会の動向に即して確認され
よう ( V ) 。

























客観主義 Obj ekt iv i smus・中立主義 Neutralismus と い っ た暖昧な学問論 は ， 無用 の フ ィ
クションとして新しい認識の光のなかで雲散霧消した。
クリークは「客観主義」を別の箇所では「機械論的な実証主義 J dermechanistische












はそれとは異なるOかれにあっては， I種族の生存形態の発展の な か に有機的な organisch 自



























































史研究が「起源J Ursprung への問い ， r連続性J Kontinuit忌t の探究に よ っ て強 く 刻印 さ れ た
ことを指摘するとともに，この歴史観が19世紀以降の専門科学のなかで主として独文学によっ
て継承されたことをもあわせて示唆している 15)。
































いる。J20)この学科では将来の「再生J Wiedergeburt/Belebungに た い す る 期待が顕著であ っ
fこ O
(3) r再生」 の根拠は， 外来の文化遺産の受容に よ っ て教養 と生活が手離 し てい く と い う 趨勢
のなかで，古い良俗が完全に滅んでしまうまえにかれらがそれに気づいたという点に求められ
る。したがって，研究の主眼はまだ「すたれていない J unverdorben と 考え ら れた も のを 「救
い，集める J rettenundsammeln こ と に注がれた21) 。






ここでも， r教養の変化」 が強 く 意識さ れて いた こ と がわか る 。 そ れ と と も に ， こ の学科で
も， r救い ， 集め る 」 と い う こ と に ， 言 L 、 かえ る な ら ば 「そ れがほん ら い ど う あ っ た の か」 と




















































ヴィルヘルム・グリムは， r子ど も と 家庭の た め の童話J (~)わゆる『グリム童話集J)の












ゼーの指摘するところである。フォン・ゼーは，その著作 n789年の理念と 19 14年の理念フ
ランス革命と第一次大戦のあいだのドイツの種族思想』のなかで， 1種族的 ・ 有機主義的な理
念の継続的な利用，そのひろい普及はドイツ固有の現象である」と主張する。フォン・ゼーに
とって， 11789年の理念」 と は 「 自 由 ・ 平等 ・ 友愛， す な わ ち普遍的な人権の理念， 西 ヨ ー ロ ッ
パ民主主義の理念」を指す。いっぽう， 11914年の理念」 は 「民族共同体， す な わ ち 有機的 に
成長し，かつまた自己充足的な民族体」のあらわれであるという。フォン・ゼーは，ドイツ


















ルシャフトはそれゆえ「機械的J mechanisch であ り ， い っ ぽ う ゲマ イ ン シ ャ フ ト は 「有機的」
organisch な人間関係であ る 。 こ の対立図式が包括的な歴史理解と結合する と き ， ゲマ イ ン シ ャ
フトの時代は「一致，倫理，宗教といった社会意志」によって特徴づけられることになり，ゲ
ゼルシャフ卜の時代は「協定，政策，世論といった社会意志」によって特徴づけられることに





























































furdeutschenUnterricht は ， 専門色を払拭す る と い う 意図か ら1920 年よ り 『 ド イ ツ学雑誌』
ZeitschriftfurDeutschkunde と 名称を変更 してい る し ， や は り 同 じ意図の も と で ド イ ツ 独文





















































































くのは人種に花の咲くことによる」というプレッツの表現を捉え， r人種に花が咲 く 」 と はけ っ


































































延を無視しているだけでは十分ではなく， r大衆信仰」 と い う かた ち でそ れを文化的 ・ 社会的
現象として対象化すべきことを教えた。事実がなかったとすれば，いったいなにがあったのか。
それは信仰である。










































inK凸In が 『 ケ jレ ン社会学四季報Jl KaInerVierteIjahrsheftefurSoziologie の創刊 を開始 し
たのは 1921年のことであった 49)。この機関誌もまた「生物学化」を免れなかった。この雑誌は
第一一巻(1 932/33年)から新しい主題領域「生物社会学 J Zur Biosoziologie を設 け る 。 こ
の巻には責任編集者レオポルト・フォン・ヴィーゼの手による「生物社会学」にかんする概要



















「ケルン社会科学研究所」は1934年 3 月 31日に閉鎖された。それとともに『ケルン社会学四
季報』も公刊を打ち切られる 51)0 I生物社会学」 の項目 も ， 二年間にわた っ て四本の論説を掲
載するにとどまった。最後の号には責任編集者であるフォン・ヴィーゼの廃刊の辞が「一二年
後」というタイトルで掲載されている 52)。円、まやまさしくドイツにおいても，強い影響力を




























さて， rケ ル ン社会学四季報』 は新 シ リ ー ズ 『ケ ル ン社会学雑誌j K6InerZeitschriftfir
SozioIogie と し て1948年に装い あ ら た に創刊 さ れ た 。 創刊号の巻頭に は フ ォ ン ・ ヴ ィ ー ゼ の
「重ねて一二年後」というタイトルの創刊の辞が掲載されている 55)。フォン・ヴィーゼはその
なかで第三帝国下のこの雑誌の中断を， I政治的な偏向の強制」 が避けがた く な っ た た め と 説
明するOしかし，その後につづ、く一文が日をひく。
われわれは，中断せざるをえなかったところからくじけることなく活動を再開する。
このときにはまだ， I生物学化」 し たかつ ての 自 ら の認識を対象化す る だ け の器量は ， ド イ
ツの社会学には備わっていなかった。ここには心性の断絶ではなく，むしろその連続が認めら
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